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６
月
定
例
県
議
会
が
６
月
22
日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
に
か
か
る
51
億
円
余
の
補
正
予
算(

第
３
号)

と
29
億
円
余

の
補
正
予
算(

第
４
号)

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
斉

藤
県
議
が
本
会
議
で
議
案
に
対
す
る
質
疑
に
立
ち
、
各
常
任
委
員
会
で
３
人

の
県
議
団
が
補
正
予
算
や
県
政
の
課
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

被
災
者
の
医
療
費
等
の
免
除
措
置

は
、
４
月
以
降
は
非
課
税
世
帯
に
限
定

し
12
月
末
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
医
協
会
の
調
査
で
は
、
来
年
１
月

以
降
に
窓
口
負
担
が
発
生
し
た
場
合
、

｢

通
院
回
数
を
減
ら
す｣｢

通
院
で
き
な

い｣

と
答
え
た
人
は
、
国
保
で
63
％
、

後
期
す 

  

 

補
正
予
算(

第
３
号)

の
主
な
内
容

は
、
県
に
よ
る
集
団
接
種
に
要
す
る
経

費
、
個
別
接
種
に
係
る
支
援
経
費
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保

事
業(

25
億
円
余)

、
退
院
基
準
に
達
し

た
患
者
を
受
け
入
れ
る
後
方
支
援
医
療

機
関
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備(
８
千

万
円)

、
生
活
福
祉
資
金
の
申
請
期
限
が

８
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
増
額(

３･

７
億
円)

、
バ
ス
及
び
タ

ク
シ
ー 

ク
シ
ー
事
業
者
運
行
支
援
金 (

２･

４
億

円)

、
認
証
制
度
に
対
応
し
た
飲
食
店
で

使
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
食
事
券

の
発
行(

１･

２
億
円)

な
ど
で
す
。 

最
終
日
に
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算(

第

４
号)

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
確
保
事
業
と
し
て
個
別
接
種
促

進
交
付
金(

16
億
円
余)

、
接
種
事
業
費

補
助(
２
億
円)

、
時
間
外
等
派
遣
事
業
費

補
助(
６
億
円
余)

な
ど
が
措
置
さ
れ
ま

し
た
。 

後
期
高
齢
者
医
療
で
61
％
に
達
し
て

い
ま
す
。
同
協
会
や
復
興
県
民
会
議
な

ど
は
６
月
県
議
会
に｢

被
災
者
の
医
療

費･

介
護
保
険
利
用
料
等
の
免
除
継
続

を
求
め
る
請
願｣

を
提
出
し
ま
し
た

が
、
共
産
党･

社
民
党･

無
所
属
１
人
の

賛
成
の
み
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

｢

福
島
第
一
原
発
汚
染
水
の
海
洋
放

出
基
本
方
針
の
撤
回
を
求
め
る
請
願｣

、

｢

県
立
釜
石
病
院
に
医
師
確
保
を
求
め

る
請
願｣

は
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。 

り
こ
ま
れ
ま
し
た
。
５
月
12
日
に
は

達
増
拓
也
知
事
に
コ
ロ
ナ
対
策
の
抜

本
的
強
化
を 

本
的
強
化
を
申
し
入
れ
て
お
り
、
多
く

の
要
望
項
目
が
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。 

７
月
12
日
、
日
本
共
産
党
岩
手
県

委
員
会
と
県
議
団
は
達
増
拓
也
知
事

に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
早

期
・
確
実
な
接
種
を
求
め
る
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。 

斉
藤
県
議
は
、「
７
月
以
降
に
国
か

ら
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
大
幅
に
減
り
、

市 

市
町
村
や
医
療
機
関
で
は
接
種
予
約

の
停
止
や
延
期
な
ど
大
混
乱
が
起
き

て
い
る
。
64
歳
以
下
の
接
種
開
始
を

含
め
て
接
種
が
本
格
化
す
る
な
か
、
ワ

ク
チ
ン
供
給
の
急
減
は
大
問
題
だ
」
と

指
摘
。
◇
政
府
に
た
い
し
11
月
末
ま

で
の
接
種
終
了
に
向
け
、
ワ
ク
チ
ン
の

具
体
的
な
供
給
計
画
を
明
ら
か
に
さ

せ
る
こ
と
◇
市
町
村
の
接
種
状
況
を

把
握
し
、
支
援
を
強
め
る
こ
と
◇
県
実

施
の
集
団
接
種
が
継
続
で
き
る
よ
う

ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
こ
と
◇
職
域

接
種
で
申
請
し
た
25
団
体
の
接
種
が

承
認
さ
れ
る
よ
う
に
国
に
求
め
る
こ

と―

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 

野
原
保
健
福
祉
部
長
は
「
医
師
会
と

連
携
し
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
加
速
化
さ

せ
て
き
た
中
で
、
供
給
が
大
幅
に
減
少

し
た
こ
と
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

申
し
入
れ
を
踏
ま
え
て
、
国
に
ワ
ク
チ 

県保険医協会の皆さんが関根議長(右)に被災者の医療
費窓口負担の免除を求める請願を提出(６月２９日) 

達増知事にたいし全国的な感染急拡大の下でのコロナ対策の抜本的強
化を申し入れ(５月１２日) 

野原保健福祉部長(左)に新型コロナワクチンの早期･確
実な接種を求める申し入れ(７月１２日) 

ン
供
給
計
画
の
見
通
し
を
求
め
て
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

し
た
。 

 
５
月
24
日
の
臨
時
県

議
会
で
可
決
さ
れ
た
41

億
円
余
の
補
正
予
算(

第

２
号)

で
は
、
地
域
企
業

経
営
支
援
金
支
給
事
業

(

27
億
円
余)

、
観
光
宿

泊
施
設
緊
急
対
策
事
業

(

４･

４
億
円)

、
飲
食
店

感
染
対
策
推
進
事
業

(

１･

２
億
円)

、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
確
保
事
業(

３･

４
億

円
余)

、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
配
置
事
業

(

１･

９
億
円)

な
ど
が
盛 
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  【
４
月
】 

18
日 

岩
脇
後
援
会
の
つ
ど
い 

20
日 

盛
岡
昼
デ
モ 

28
日 

県
立
福
岡
工
業
高
校
・盛
岡
み
た
け
特
別
支

援
学
校
高
等
部
二
戸
分
教
室
訪
問
、
高
校

再
編
二
戸
地
区
説
明
会 

【
５
月
】 

1
日 

第
92
回
メ
ー
デ
ー
岩
手
県
中
央
集
会
、
盛

岡
南
高
校
の
存
続
を
願
う
会
と
意
見
交
換 

3
日 

憲
法
記
念
日
街
頭
宣
伝
、
５･

３
憲
法
集
会
ｉ

ｎ岩
手 

7
日 

一
関
市
特
養
ホ
ー
ム
明
生
園
熊
谷
茂
施
設

長
、
一
関
市
感
染
症
対
策
特
命
部
長
と
懇

談
、
一
関
市
議
団
と
懇
談 

9
日 

日
本
共
産
党
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
オ
ン
ラ
イ
ン
演

説
会 

11
日 

旧
盛
短
跡
地
利
活
用
期
成
同
盟
会
総
会 

12
日 

達
増
知
事
に「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」で
申
し
入

れ
、
高
校
再
編
盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク
説
明
会 

16
日 

城
東
地
区
９
条
の
会 

17
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
第
18
回
野
党
共
闘

調
整
会
議 

18
～
19
日 

文
教
委
員
会
県
内
調
査
（陸
前
高
田

市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
・震
災
遺
構
旧
気
仙

中
学
校
、
宮
古
市
県
立
宮
古
商
工
高
校
・宮

古
水
産
高
校
） 

21
日 

県
教
育
長
に「
高
校
再
編
後
期
計
画
最
終
案

の
見
直
し
求
め
る
」申
し
入
れ 

22
日 

日
本
共
産
党
全
県
地
方
議
員
研
修
会 

24
日 

臨
時
県
議
会 

26
日 

私
学
議
員
連
盟
で
視
察
（花
巻
東
高
校
、
盛

岡
ス
コ
ー
レ
高
校
） 

28
日 

県
被
団
協
三
田
健
次
郎
会
長
が
達
増
知
事

を
表
敬
訪
問 

【
６
月
】 

1
日 

盛
岡
市
の
国
・県
へ
の
統
一
要
望
説
明
会 

5
日 

日
本
共
産
党
農
業
農
民
オ
ン
ラ
イ
ン
演
説

会
・後
援
会
決
起
集
会 

7
日 

盛
岡
広
域
振
興
局
と
地
域
課
題
懇
談
会 

8
日 

県
議
会
人
口
減
少
特
別
委
員
会
の
調
査
に

参
加
（県
社
協
の
保
育
士
確
保
の
取
り
組

み
） 

9
日 

県
議
会
地
域
医
療
対
策
特
別
委
員
会
調
査

（県
立
大
船
渡
・高
田
病
院
）

 

14
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
第
19
回
野
党
共
闘

調
整
会
議 

20
日 

城
東
地
区
９
条
の
会 

22
日 

６
月
定
例
県
議
会
開
会
（～
７
月
６
日
） 

28
～
30
日 

本
会
議
・一
般
質
問 

【
７
月
】 

1
日 

本
会
議
・一
般
質
問
、
議
案
に
対
す
る
質
疑 

2
日 

文
教
委
員
会 

3
日 

県
原
水
協
第
２
回
理
事
会 

4
日 

い
わ
て
復
興
未
来
塾
（三
陸
鉄
道
の
震
災
学

習
、
事
例
報
告
会
） 

6
日 

最
終
本
会
議 

9
日 

盛
岡
市
の
ワ
ク
チ
ン
問
題
調
査
（盛
岡
市
保

健
福
祉
部
長
） 

12
日 

野
原
県
保
健
福
祉
部
長
に
ワ
ク
チ
ン
の
早

期
・確
実
な
接
種
を
求
め
る
申
し
入
れ
、
新

婦
人
県
本
部
が「
生
理
の
貧
困
問
題
」で
県

教
育
長
に
申
し
入
れ
、
県
農
民
連
が
凍
霜

害
被
害
で
県
農
林
水
産
部
長
に
申
し
入
れ
、

第
20
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(７月２日） 
 

県
立
高
校
再
編
計
画
後

期
計
画
に
対
し
て
は
、
再

編
の
統
合
対
象
と
な
っ
た

３
つ
の
地
域
か
ら
強
い
反

対
の
声
や
住
民
説
明
会
の

開
催
を
求
め
る
要
望
が
出

さ
れ
、
県
教
委
は
年
度
内

の
策
定
見
送
り
を
表
明
。

４
月
以
降
に
４
カ
所
で
住

民
説
明
会
を
開
催
し
た
も

の
の
、
５
月
24
日
の
教
育

委
員
会
臨
時
会
で
最
終
案 

多
い
点
な
ど
を
指
摘
。
さ

ら
に
、
高
校
存
続
を
願
う

地
元
の
努
力
に
よ
っ
て
、

遠
野
高
校
と
遠
野
緑
峰
高

校
の
統
合
計
画
が
撤
回
さ

れ
た
事
例
も
紹
介
し
、
来

年
度
も
同
規
模
の
入
学
者

が
確
保
さ
れ
る
な
ら
、
福

岡
工
業
高
校
は
２
学
級
で

存
続
し
一
戸
高
校
と
の
統

合
を
見
直
す
べ
き
だ
と
迫

り
ま
し
た
。 

 

通
り
統
合
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

７
月
２
日
の
文
教
委
員
会
で
質
疑

に
立
っ
た
斉
藤
県
議
は
、
一
戸
高
校
と

の
統
合
が
計
画
さ
れ
て
い
る
福
岡
工

業
高
校
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会
で
は

二
戸
市
教
育
長
や
副
市
長
ら
が
発
言

し
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
計
画
に
反
対
で

あ
り
同
校
の
単
独
で
の
存
続
を
求
め

た
こ
と
、
福
岡
工
業
高
校
は
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
資
格
取
得
の
実
績
が
あ

り
、
今
年
度
の
入
学
者
数
は
２
学
級
で

57
名
と
３
学
級
の
一
戸
高
校
よ
り
も

多
い
点
な
ど
を
指
摘
。 

佐
藤
博
教
育
長
は
、「
入
学
者
の
動

向
等
注
視
す
る
必
要
は
当
然
あ
る
と

思
う
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

慎
重
に
判
断
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
答
え
ま

し
た
。 

渋
谷
靖
子
会
長
は
「
学
校
の
保
健
室

に
は
生
理
用
品
が
配
備
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
抵
抗
感
が
あ
り
、
ぜ
ひ

ト
イ
レ
に
配
備
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。
佐
藤
教
育
長
は
「
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
に
配
慮
す

る
こ
と
は
必
要
だ
」
と
答
え
ま
し
た
。 

佐藤教育長に生理用品の学校配布を要請する
新婦人県本部の皆さん(７月１２日) 

 

７
月
12
日
、
岩
手
県
農
民
連
は
佐

藤
隆
浩
農
林
水
産
部
長
に
た
い
し
、
４

月
に
断
続
的
に
続
い
た
凍
霜
害(

20

市
町
村
で
３
億
７
千
万
円
の
被
害)

へ

の
支
援
を
求
め
る
要
請
を
行
い
県
議

団
が
同
席
し
ま
し
た
。
佐
藤
部
長
は

「
お
盆
前
ま
で
に
農
作
物
災
害
復
旧

対
策
事
業
に
基
づ
い
た
支
援
の
発
動

を
検
討
し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

７
月
12
日
、
新
婦
人
県
本
部
は
佐

藤
博
教
育
長
に
た
い
し
、「
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
、
生
理
用
品
の
学
校
配
布
と
相

談
環
境
の
整
備
を
求
め
る
」
要
請
を
行

い
、
県
議
団
が
同
席
し
ま
し
た
。 

・８月１８日（水）午後６時 

・９月１５日（水）午後６時 

予約電話番号:６５１-５８８１ 

5月 28日、岩手県被団協の新会長に就任した三田健
二郎さん(84)と下村次弘事務局長(80)は、達増拓也
知事を表敬訪問し、日本政府に核兵器禁止条約の批
准を求める活動について懇談しました。 

案 件 
斉藤 信 
(日本共産党) 

小西和子 
(希望いわて) 

軽石義則 
(希望いわて) 

吉田敬子 
(新政会) 

髙橋但馬 
(新政会) 

米内紘正 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

千葉絢子 
(県民クラブ) 

上原康樹 
(無所属) 

東日本大震災被災者の医療費窓口負
担の免除を求める請願⇒不採択 

○ × × × × × × × × ○ 

被災者の医療費･介護保険利用料等の
免除措置継続を求める請願⇒不採択 ○ × × × × × × × × ○ 

計画的な教職員定数改善及び義務
教育費国庫負担制度の拡充を求め
る請願･意見書⇒採択 

○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 

｢生理の貧困｣への対策を求める意
見書(議員発議)⇒採択 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

6月18日、日本民主青年同盟岩手県委員会は、
達増拓也知事に対し、コロナ禍のもとで県内の
学生への支援を求める要請を行い、斉藤県議が
同席。保和衛副知事が応対しました。村山哲文
委員長は、県内の学生が安心して学業に臨める
ように▽県独自の給付制奨学金の創設▽大学構
内への生理用品の配備▽農家からの余剰米の買
い取りと学生への「お米券」の支給―など 8 項
目を要求。民青などが 4～5月に 2回実施した学
生向け食料支援には 265 人の利用があり、アン
ケートでは「仕事やアルバイトが減った・なく
なった」が 4 割に達したこと、徳島県が民青の
要請を受けて補正予算で 1200 万円の学生支援
費を計上した例も紹介しました。保副知事は、
「徳島県の取り組みも踏まえて要請内容をよく
検討したい」と答えました。 

佐藤農林水産部長(左)に凍霜害への支援を要
請する農民連の皆さん(７月１２日) 


